










































門の変前後の薩摩藩の意思決定プロセスや 勅命・幕命への対応に関 考察が不十分であった。ついては、拙稿「禁門の変における薩摩藩 動向」
三
によ
って、征討勅命 獲得の過程 久光の名代である小松帯刀が幕府と交渉し、西郷吉之助と吉井友実が他藩交渉や廷臣へ 入説を分担し ことを指摘した。
 
また、実際の戦闘においては、従来言われていたように、西郷ではなく小松















春嶽・伊達宗城・島津久光が出席する朝議において、長州藩 支藩主一人 吉川監物および家老一人を大坂に差し すことを命じる決定をしていたが、その後は迷走を続けていた。四月十四日、毛利慶親は一月二十七日宸簡の中 、 「朕カ命ヲ矯テ、軽率ニ攘夷ノ令ヲ布告シ、妄ニ討幕ノ師ヲ興サントシ」
四
と、勅
命に反して無二念打払 実行し、倒幕の軍 起こそうとした 指弾されたが、それらは事実 根であると反論 藩内にその宸簡は布告できないと朝廷に迫った。しかし、朝幕共にこの懇請を黙殺していた。
 
当時、長州藩は京都留守居役の乃美織江の他に、桂小五郎、久坂玄瑞、入江
















を挙げて援助する模様であり、福岡藩からも小倉あたりへ援兵を差し出す様子である。在京長州藩士の内、二百ばかりは一旦伏見に退却したもの 、再度上京の機会を窺っており、これは「何様国元の方大破に及び候共、動ぜざる筋に決定いたし居り候向きに御座候」と、いかに 許が外国艦隊に大敗したとしても、動じな ことを決めているからであると報告した。
 
なお、「当分にては段々 御国の処も暴客辺よりも宜敷説を申し立つる模様に









して薩摩藩定宿の看板を掲げ、薩摩藩士の宿泊を求めていたとする。これによって不逞浪士の狼藉を防いでいる様子が窺え、一般的には上方は長州贔屓一色とされるが、薩摩藩 威厳は相当なものであ 、上方 商家 治安を依頼されていることが確認できる。
 
六月八日に至り、西郷は「五日夜の会藩等浪人捕え方の一件」、すなわち池
田屋事件の第一報を大久保に発し、急ぎ帰京したことを伝えた。その動因は不分明としながらも、「長州援兵各国より差し出さざる様との御沙汰成し下され候様、朝廷へ相願い候儀もこれあり、又は浪人取り締りのため守衛の者厳重に相迫り、手に余り候わば切り捨て苦しからず、人間違にても苦しからざる様御達し相成り候間、一橋より頻りに草稿迄相認め申し出候処、御拠なき御沙汰出され候由に御座候」と 慶喜は外国船の砲撃があっても 長州藩への援兵を禁止する各藩への勅命を懇請し 自らが認めた苛烈な浪士弾圧を強行する沙汰を下していたとする。
 
また、「長州の本国を異人を以て相破らせ、京地は悉く相除くの含 て御座
候や、又は暴令相発し候に付き、長州より忍び兼ね候て暴発致すべきの謀相洩れ候てケ様の始抹に及び候や、突き留め候廉もいまだ相知らず 」として、幕府が外国によって長州藩を攻めさせ 京都から 藩士をすべて排除するためか、その暴令によって、 は我慢できず暴発するとの謀略が露見した結果かは、未だ判然としないとし 今後の長州藩の動向も推測し難いと述べる。
 
そして、当面の薩摩藩の方針は「双方より望みを掛けられ候模様に御座候得

















を携え、市中往来、人間違にても苦しからずとの訳にて、気味わるき事に御座候」との物騒な京都情勢を伝える。そ て、浪士召捕りは一会桑、彦根・加賀が実行しているが、どの 企てを弾圧するためかを探ったところ 「正親町三条へ申し含め、有栖川様へ打ち合わせ叡聞に達し前関白鷹司様を御復職を相計り候由に相聞かれ申し候」と 正親町三条実愛や有栖川宮と打ち合わせ、親長州藩派と目される鷹司輔煕の復職を図る計画の存在を伝える。
 
また、慶喜の股肱の家臣である原市之進の話として、 「洛中に火を懸け、御遷






























葉正邦を通じて七卿・藩主父子の雪免および入京を朝幕に懇請し 後者は伏見藩邸に陣取った。二十五日に久 らは陳情書を薩摩・鳥取・仙台・肥後等の諸藩京都留守居役に送付し、上京の事由を述べて斡旋 依頼したが、薩摩藩等は明確に拒絶の態度を示した。また、二十六日 木島は 都に潜入 ていた浪士も糾合して嵯峨天龍寺に駐屯 、二十七日には寺島忠三郎らが石清水八幡宮を占拠したので、淀川を挟んで八幡・山崎は長州藩の手 帰した。
 
こうした状況を踏まえ、六月二十三日、大坂城代大河内信古は長州藩士等が
























正確に伝え、長州藩と会津 の戦争 なることは確実であり、昨日（二十四日）は幕府より淀への出兵を命じてきたが、 「中将公御立之砌非常之節禁闕警衛之義被仰出候趣も有之候付、御断切候方可然」と拒絶した。そして、 「幕命を背き候抔と不都合之訳と 相考 とも」 、そもそも御所警衛は勅命である もちろん出兵になったとしても、 「無名之戦ヲいたし候而は決而不相済訳、何処迄も大義相立候処眼目之事と申談」と 無名の戦いをすることは決して許されず、最後まで大義を立てることが肝心である 薩摩藩の方針を述べる。
 
藩邸内では眼前の状況に騒々 しくなっていたが、 「禁闕警衛之外無他念候」と
御所警衛以外の藩是はないことを申し渡したため 現在は静謐になっている。長州藩の内意としては、嵯峨等へ陣を展開した上で、 「一応五日之事件会江曳合不相分候ハヽ 、朝廷へ歎願夫迚も不分明之事ならハ兎角会と相戦候含之由御座候、定而左様之時宜ニも可成立哉と被存申候」と、池田屋事件の説明を会津藩に求め、要領を得ない場合は 嘆 する。それも不分明の場合は、会津藩に戦争を仕掛けるつもりであり、恐らくそうなるであろうと断じる。
 
一方、西郷吉之助も薩摩藩の方針を重ねて言明し、今回の戦争は全く「長・


























































殊之外洛中騒立 夫々 諸侯御国人数も被差出、只今ニ而も異変到来 致も難計と之形勢」
二〇
と京都の不穏な現況を伝え、 「当春被召残候人数も有之候得共、














しかし、 「先日ヨリ度々 幕命等ヲ以、 人数差出候様ニ被相達候得共相断置申候、













































































日の災いは回避できるとばかりの有様に失望し 朝威 つ て無頓着なその態度に厳しい目を向けている。 小松はこの勅命 対 「大道の筋を以て説得 処」 、つまり勅命に威を借りた幕令 対し 受諾の要請を断る旨を回答し、また 長州藩に加担すべく参集 呼びか た鳥取藩に対しても出席を拒否 た
 
今までは幕命であったが、今回は幕府を介した間接的なレベルにとどまる勅
命であったとは言え、禁闕守衛を第一義としている薩摩藩が、朝廷からの命令を拒絶しているこ 看過できない。これに関し、 「至当の御所置を以て、朝廷より御達の筋奉ぜず候わで 、違勅の名を蒙り候義に御座候得ば 決て説得致すべき筋もこれなく、別に余論これなく候間、御断 に及ぶべ との事にて、一向打ち合わせ申さず」と もっともな大義のある であ ば、それを奉勅しないことは違勅である。よって 決して断ることなどあり得ないが、今回は特段の大義もなかったため、相談にも及ばず 断ったとしてい 。
 
確かに、慶喜が画策した勅命であり、慶喜に対抗していくためには奉勅し難





説相起り候処、例の御持病恐怖直様起り立ち、段々 と建言仕り候ても行われ難き勢に成り立ち、残念の至りに御座候、此機会失うべからざる時にて朝威振り立つべ の処、如何とも致し難く、血涙を呑み候事共に御座候」 、ここにきて恫喝に萎縮する朝彦親王や近衛父子に対し、また このところ建言が採用されないことについて、深甚な不満を述べる。そして この機会を失っては、朝威は全く振るわないと血涙を絞る有様を吐露した
 
七月十四日、乃美は鳥取藩士河田左久間・松田正人、対馬藩士多田壮蔵と共















































中心に久坂玄瑞・桂小五郎、そして鳥取藩士河田左久間・松田正人 いたことは間違いなかろう。河田・松田は十八日に中山忠能を訪ねているが、 「因（鳥取藩）河田策馬来内談無難事也、彼者向平松云々 同伴来平詣有川由又来、会（会津藩）六門外出ス義十分可有尽力由也、因松田来内談」
二九
と中山は日記（七月



















会津藩の私戦に関わらないとして、常に中立の態度を取り続けた。一方で、久光の名代である小松帯刀を中心とする薩摩藩要路は、長州藩に関する情報の収集を精力的に実施していた。長州藩の率兵上京を受け 朝幕双方から援兵要請があったが、特に勅命は幕府経由であったものの、小松は長州・会津両 の私戦としてそれを拒否した。しか 、長州藩との武力衝突は避けられない 判断した段階で、方向転換 図ってそれまでの態度を改め、援兵 国許に要請し、かつ長州征討の勅命獲得に奔走した。
 
本稿では、池田屋事変前後の中央政局において、薩摩藩が外国艦隊による下
関攻撃および長州藩の率兵上京の時期や、諸藩 長州藩を巡る動向について、情報収集に注力していたことを指摘した。 その過程で池田屋事件が起こったが薩摩藩が長州藩の陰謀や、それに加担する廷臣の動向 十分 把握していたこと、また上方 贔屓一辺倒でなく、薩摩藩に対しても一定の依頼があったことを明示し 。
 
また、長州藩の率兵上京に対する出兵要請の幕令を私戦として断固拒否し、





を得ぬままに拒否できるなどの地位を得ており、これは久光・小松体制が確立していた証左である。そして、薩摩藩は禁門の変では一会桑勢力と共闘したものの、第一次長州征伐の過程で抗幕姿勢に舵を切っていくが 確立した久光・小松体制 下、 慶応期の中央政局において、 薩摩藩は反幕府勢力の主役として、幕府との対決姿勢を強めることになる。
 
                                        















































「淀辺へ人数差出云々 （藩達） 」 （鹿児島県維新史料編さん所『鹿児島県史料































































































「長兵征討ノ勅命」 （七月十八日、 『玉里』三 史料番号一〇九二 四五四頁）
 
